
ループ(loop)であって，要素 e がそれだけで従属な集合

である時に要素 e はループをなすと言われる.前に紹介

したグラフの弧の集合上のマトロイドについては，図2.

12にあるように弧 e1t C9 がそれぞれループである. なお

ノレープをなす要素 CVこ対してマトロイドの階数関数 p が

P( {c})=O を満たすことは明らかであろう.

図 2.12 グラフ

存在する.これらの公理系を詳細に紹介することは本稿

の目的ではないので，ここでは省略する.公理系の詳細

に関しては，たとえば [4] (前回参考文献)などを参照

されたい.マトロイドに関する理論と応用を含めてよく

用いられる概念を 2 つ紹介しよう. 1 つはマトロイドの

もう l つの概念として，集合E上の 2 つの要素 Ct， cJ 

が平行(parallel) であるとは 2 つの要素のそれぞれは

ノレープではないが， {Ci , Cj} は従属な集合である場合を

言う.この時階数関数に関しては， p({Ct , cJ}) = 1 とな

る.図2.12のグラフの弧を対象とした前述のマトロイド

においては， {c" C5 } および {Ca ， C，} がそれぞれ平行な要

素の集合であることも明らかであろう.
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